
 

 
   

 
 

 

  今年、思ったことのひとつ。 

生徒課長  藤本  賢二  

 

「♬ふるーさと、ふるさーと、わーがーえーひーめー♬」  

この歌詞、皆さんは知っていますか？これは「愛媛の歌」のワンフレーズです。 

「愛媛の歌」（えひめのうた）は、愛媛県が 1973 年（昭和 48年）に制定した県民歌で作詞・岩本

義孝、作曲・中田喜直によって作成されました。実は上の歌詞の県民歌は二代目で、愛媛県の初代県

民歌は 1952年（昭和 27年）に制定された「愛媛県民の歌」（作詞・洲之内徹、作曲・近衛秀麿）で

あったが、民選第 7 代知事の白石春樹さんが 1973 年の県成立 100 周年記念事業として県章と県民歌

の一新を提唱し、県章のデザインと歌詞の公募を実施して作成されました。 

歌詞の公募は県民と県出身者を対象に実施され、269 編から中学校教諭の岩本義孝さんが応募した

作品が選ばれました。作曲は依頼により中田喜直さんが手掛け、1973 年 2月 20 日に開催された「愛

媛県政発足記念日」記念式典において新県章と同時に制定されたのが本曲です。 

自分が初めて聴いたのは小学校低学年の頃で、授業と授業の間の休憩時間や昼休みなどに全校放送

で毎日流されていました。幼いながらも「良い歌だな」と第一印象を感じたのを覚えています。皆さ

んにとっては、聴く機会が少なくて、あまり馴染みではないかもしれませんね。 

今夏は四国インターハイが開催され、愛媛にも全国の皆さんが来県してくれました。インターハイ

では、競技したアスリートの皆さん、スタンドから応援していた皆さん、大会運営で支えてくれた皆

さんなど、関わった全愛媛県民で愛媛の素晴らしさを発揮し全国へ発信できたように思います。小松

高校の生徒、先生の中にも、ボランティアとして全国から来県した選手、役員、応援の家族のお世話

をしてインターハイを支え、愛媛の素晴らしさを伝えてくれたようですね。 

お遍路文化による「おもてなしの心」は四国の、愛媛のそして西条の自慢です。コロナ感染症が長

引く今こそ、「愛媛の笑顔」、「笑媛の愛顔」が全国に伝わり、広がってほしいと願っています。 

 

愛媛の歌  

作詞  岩本義孝  作曲  中田喜直  

一  海がある  山がある  

空にひかりがあふれてる  

道がある  川がある  

伊予のことばが流れてる  

ふるさと  ふるさと  わが愛媛  

ゆたかな自然が  あふれてる  

あつい血潮が  流れてる  

二  花がある  歌がある  

愛の心が咲いている  

夢がある  あすがある  

明るい希望が育ってる  

ふるさと  ふるさと  わが愛媛  

かがやく文化が  咲いている  

若い力が  育ってる  

 

 

令和４年 

学 校 通 信 



日 曜 行　　　      　　事

1 木 期末考査（１・３年）

2 金 　　　　　　　　　　　　修学旅行（２年）　ＰＴＡ集う会(中止)

3 土 土曜課外⑦（１・３年）

4 日

5 月 語の日　第４回ＰＴＡ常任委員会(書面開催)

6 火 クラスマッチ３年（午前）　クラスマッチ１年（午後）

7 水 クラスマッチ２年（午前）　校納金引落

8 木 クラスマッチ予備日

9 金 全校集会　テーブルマナー講習会

10 土 土曜課外⑧（１・３年）　食物検定２級　保育検定２級

11 日

12 月 　　　　　　ＡＬＴ来校

13 火 40分授業

14 水 　各種委員会　介護職員初任者研修（3-4ﾋｭｰﾏﾝ）

15 木 　朝清掃　木③④⑤②限　学校評価アンケート(保護者用)　 保護者懇談会

16 金 　朝清掃　金②～⑤授業

17 土 　　　　　　　　　　　　被服技術検定洋服１級

18 日 　大学入学共通テストファイナル(３年)

19 月 　朝清掃　月③～⑥授業

20 火 表彰伝達　終業式

21 水

22 木 冬季セミナー

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

令和４年 １２月行事予定  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ZEN messenger について＞ 
 ソーシャルドネーションをご存知ですか？ 今、西条市で広がりはじめてい
る、人と人との繋がりで地域の活動を支援できる新しい寄付のかたちです。 
 地域での活動を見えるようにして誰でも気軽に応援できる「持続可能なまち
づくり」を実現する仕組み、それがソーシャルドネーションです。本校生徒も
ＺＥＮアンバサダーとして「古民家研究会」と「竹林をよくする会」の活動を
取材し、アプリに投稿しています。生徒たちの頑張りが市民団体を資金面でも
支えることになれば幸いです。皆様、ＱＲコードから「ZEN messenger」への登
録と応援（「いいね」）をお願いいたします。 


